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あすの暮らしはわたしの手

で

見直そう暮らしを

12月議会

第
6
回
　
消
費
生
活
展
を
開
催

２
月
４
日
（
土
）
・
５
日
（
日
）

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

宇
治
市
産
業
会
館
で

　
第
六
回
宇
治
市
消
費
生
活
展
は
、
二
月
四
日
出
・
五
日
剛
の
二
日
間
、
午
前
十
昨
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、

宇
治
市
産
業
会
館
で
開
催
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
あ
す
の
暮
ら
し
は
わ
た
し
の
手
で
Ｉ
見
直
そ
う
暮
ら
し

を
／
・
」
。
大
切
な
生
命
を
守
り
、
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
築
く
た
め
、
便
利
さ
の
中
で
大
切
な
も
の
を
見
失

わ
な
い
よ
う
、
自
分
自
身
の
暮
ら
し
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場
は
無
料
で
す
。

　
今
回
の
消
費
牛
居
展
で
は
、
食

牛
活
と
健
康
の
か
か
わ
り
、
環
境
、

経
済
、
住
居
な
ど
日
々
考
え
さ
せ

ら
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
調

査
結
果
の
発
表
や
問
題
提
起
を
行

　
＊
環
境
・
経
済
。

　
　
住
居
コ
ー
ナ
ー

▼
水
の
問
題
に
つ
い
て
（
人
形
劇
）

▼
原
発
は
・
：

▼
税
金
問
題

▼
廃
油
か
ら
石
け
ん
作
り

▼
子
供
の
消
費
牛
活
ア
ン
ケ
ー
ト

▼
身
近
な
薬
草
、
輸
入
食
品
－
そ

　
れ
で
も
あ
な
た
は
食
べ
未
了
か
、

　
食
事
診
断
（
塩
分
査
定
と
助
言
）

　
電
子
レ
ン
ジ
料
理
の
試
食
な
ど

　
　
＊
手
づ
く
り
作
品

　
　
　
　
　
　
コ
ー
ナ
ー

▼
米
袋
が
バ
″
グ
に
変
身

う
と
共
に
、
い
ろ
ん
な
体
験
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
商
工
観
光
課

（
萱
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

▼
ヵ
’
・
‐
テ
ン
が
買
い
物
袋
に

▼
和
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

　
＊
即
売
コ
ー
ナ
ー

▼
新
鮮
野
菜
、
花
の
即
売
…
午
前

　
十
時
か
ら
（
数
に
限
収
あ
り
）

　
＊
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
コ
ー
ナ
ー

▼
捨
て
る
前
に
考
え
ぶ
コ
が
‥

　
＊
実
演
コ
ー
ナ
ー

▼
牛
乳
で
つ
く
る
甘
酒

入場無料

体
験
コ
ー
ナ
ー

▼
起
震
車
体
験

　　。　▼
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▼
お
も
ち
つ
き
（
午
前
十
一
時
と

　
午
後
二
時
）

▼
お
い
し
い
宇
治
茶

　
生
活
情
報

　
　
　
　
　
コ
ー
ナ
ー

▼
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

▼
消
費
牛
活
相
談
員
に
よ
る
商
品

　
や
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
・
訪
問
販

　
売
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

▼
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
試
買
調

　
査
の
結
果
発
表
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人
間
は
一
人
ひ
と
り
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命

の
尊
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
人
間
と
し

て
人
格
を
尊
重
さ
れ
、
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め

に
。
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
基
本
的
人
権
と
し
て
保

障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
基
本
的
人
権

が
侵
害
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

と
り
わ
け
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
に
よ
る
人
権
侵
害
は
、
今
な
お
深
刻
で
重

大
な
社
会
問
題
で
す
。

　
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
一
日
朝
、
市
内
の
私

鉄
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
駅
名
表
示
板
に
「
差

別
落
書
き
」
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人

間
の
尊
厳
上
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
同
和
地
区
の

人
た
ち
に
対
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
事
象
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
落
書
き
は
、
結
婚
や
交
際
な
ど
に

際
し
起
こ
っ
て
い
る
部
落
差
別
と
同
じ
く
、
私
た

ち
の
社
会
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
不
合
理
な
差
別

意
識
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
和
地
区
の

人
た
ち
の
心
を
深
く
傷
つ
け
、
差
別
を
あ
お
る
も

の
で
す
。

　
同
和
地
区
は
、
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
が
つ
く

り
だ
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

封
建
時
代
の
支
配
者
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
身
分

制
度
に
由
来
す
る
差
別
に
よ
っ
て
。
い
ま
だ
に
同

和
地
区
の
人
た
ち
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
「
人
権
を
大
切
に
す
る
」
を
基
本
に
、
同
和
問
題

を
自
ら
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
解
決
に
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
和
対
策
室
）
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石
井
助
役
を

　
　
三
た
び
選
任

　
一
月
十
七
日
に
開
か
れ
た
市

議
会
十
二
月
定
例
会
で
、
石
井

常
夫
助
役
（
六
三
）
を
引
き
続
き

助
役
に
選
任
す
る
議
案
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
石
井
助
役
の
就

任
は
三
期
目
、
任
期
は
四
年
問

で
す
。

　
議
決
後
、
石
井
助
役
は
議
場

で
「
宇
治
新
時
代
に
向
け
て
積

極
的
に
施
策
夕
展
開
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
、
責
任

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
す
る
。
池
本
市
長
の
補

佐
役
と
し
て
、
前
期
に
増
し
て

全
力
を
傾
注
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
石
井
助
役
の
主
な
経
歴
　
大

正
十
四
年
十
月
生
書
れ
、
昭
和

二
十
年
海
軍
兵
学
校
卒
、
二
十

二
年
京
都
府
勤
務
、
南
府
税
事

務
所
長
、
総
務
部
税
務
課
長
、

衛
生
部
公
害
対
策
室
長
、
東
京

事
務
所
長
、
府
議
企
］
事
務
局
長

な
ど
を
歴
任
、
五
土
八
年
一
月

か
ら
宇
治
市
助
役
。
南
陵
町
一

丁
目
一
番
地
二
二
二
に
在
住
。

催
し
の
ご
案
内

同和問題を一人ひとりのものに



正しく、お早めに

２
月
1
6
日
か
ら
受
け
付
け

　
今
年
も
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
税

金
は
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
正

し
い
申
告
と
納
税
は
健
全
な
市
民
社
会
の
ル
ー
ル
で
す
。
申
告

期
限
間
近
に
な
る
と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
は
早

め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
申
告
期
間
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
で
す
。

　
申
告
の
必
要
な
人

①
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
現
在

　
で
宇
治
市
内
に
住
所
を
有
し
た

　
人
。

②
宇
治
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所

　
ま
た
は
家
屋
の
あ
今
人
。

　
な
お
、
所
得
が
な
か
っ
た
り
、

少
な
い
な
’
と
で
非
課
税
の
対
象
に

な
る
人
で
も
、
児
童
手
当
や
福
祉

関
係
、
国
民
健
康
保
険
関
係
、
所

得
証
明
書
な
ど
の
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
の
必
要
な
人
が
申

告
を
し
て
い
な
い
と
、
後
日
こ
れ

ら
の
証
明
書
が
発
行
出
来
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
申
告
の
必
要
が
な
い
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

　
署
に
提
出
す
る
人
。

②
給
与
所
得
者
ま
た
は
年
金
所
得

　
者
で
、
勤
務
先
な
農
民
羅
与

　
支
払
い
報
告
書
ま
た
は
公
的
年

　
金
等
支
払
い
報
告
書
が
提
出
さ

　
れ
て
い
る
人
（
年
末
調
整
済
み

　
の
人
）
。
た
だ
し
、
給
与
ま
た
は

　
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合

　
や
、
年
末
調
整
分
以
外
の
控
除

　
を
受
け
る
場
合
な
ど
は
、
申
告

　
が
必
要
で
す
。

　
申
告
時
の
注
意
点

①
昭
和
六
十
三
年
中
の
収
入
金
額

　
や
必
要
経
費
が
分
か
る
書
類
、

　
源
泉
徴
収
票
、
収
入
証
明
書
な

　
熟
蚕
痔
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

②
生
命
保
険
料
の
課
税
所
得
控
除

　
証
明
書
、
医
療
費
の
領
収
書
な

　
熟
夢
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
扶
養
配
偶
者
や
そ
の
他
の
扶
養

　
親
族
が
あ
る
場
合
は
、
漏
れ
な

　
く
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
配
偶
者
特
別
控
除
を
営
け
る
場

　
合
は
、
必
ず
配
偶
者
の
所
得
額

　
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
に
｝
ぐ
は
、
申
告
書
及
び
申
告

書
の
書
き
万
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

健
民
税
の
申
告

　
出
張
受
け
付
け
の

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
を

　
里
硝
間
中
は
、
市
役
所
市

民
税
課
窓
口
で
平
日
は
午
後
五

時
ま
で
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で

翼
け
付
け
を
行
い
ま
ず
。

住民税申告の出張受け付け日程表

　
ま
た
、
左
表
の
と
お
り
市
内

各
所
で
出
張
受
け
付
け
を
し
ま

す
の
で
、
お
近
ぐ
の
会
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
（
市
民
税
課
）

月　日 会　　　　場

2/2(X月) 木　幡　公　民　館小　倉　公　民　館

2 /21火 伏旧言用金庫六地蔵支店
伊勢田公民分館

2 /22水 開　公　民　分　館西　小介集　会所

2 /23村 広　野　公　民　館旦　椋　公　会　堂

2 /27()1) 束宇治消防分署西大久保集会所

2 /28(火 太陽神戸銀行宇治支店

3／l相 紫ヶ丘公民分館
六地蔵　公会堂

ｎ↓ｎｎ，・　ぶＩＪﾇ.一一kz-・入。4.7T4ｱ.-1ﾀﾌﾞｰ

申
告
書
な
μ
ほ
、
市
役
所
市
民
税

課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
　
　
（
市
民
税
課
）

今
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

住
民
税
の
改
正
点

　
平
成
元
年
度
分
の
住
民
税
か
ら

適
用
さ
れ
る
主
な
改
正
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
額
の

　
控
除
が
創
設
さ
れ
、
一
定
の
要

　
件
か
昌
た
す
通
勤
費
、
研
修
費

税金は暮らしの周辺整備やまちづくりに

大きく生かされています。

(昨年８月に完成した黄築公園体育館)
：　ゝ’ｒア゛″
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な
ど
の
合
計
額
が
給
与
所
得
控

　
除
額
を
超
え
る
場
合
、
そ
の
超

　
過
額
も
控
除
出
来
る
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。

②
医
療
費
控
除
の
足
切
り
限
度
額

　
（
定
額
基
準
）
が
十
万
円
（
穫
打

　
五
万
円
）
に
引
啓
ふ
Ｚ
元
ま

　
し
た
。

③
公
的
年
金
収
入
が
雑
所
得
（
現

　
行
給
与
所
得
）
に
区
分
さ
れ
る

　
こ
と
に
な
り
、
公
的
年
金
等
控

　
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

④
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
老
年
者

　
控
除
額
が
四
十
八
万
円
（
ｍ
符

　
二
十
四
万
円
）
に
引
章
よ
げ
ら

　
れ
ま
し
た
。

⑤
所
有
期
間
十
年
を
超
え
る
居
住

　
用
資
産
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、

　
一
定
の
居
住
用
資
産
に
係
る
買

　
い
替
え
の
特
例
の
適
用
を
受
け

　
る
も
の
嚢
ぼ
き
、
次
の
税
率
で

※時間はいずれも午前io時～正午と午

　後1～4時（ただし、太陽神戸銀行

　は午後３時まで）。

　
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
た
。

　
▽
特
別
控
除
後
の
譲
渡
益
四
千

　
　
万
円
以
下
の
部
分
・
：
二
・
七

　
　
％

　
▽
同
じ
ぐ
四
千
万
円
を
超
え
る

　
　
部
分
…
三
・
四
％

⑥
優
良
住
宅
地
の
造
既
な
と
の
だ

　
め
に
土
地
な
ど
を
譲
渡
し
た
場

　
合
の
長
期
譲
渡
所
得
の
税
率
が
、

　
一
律
四
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

　
し
た
。
（
現
行
▽
特
別
控
除
後
の

　
譲
渡
益
四
千
万
円
以
下
の
部
分

　
…
四
％
▽
同
じ
ぐ
四
％
を
超
え

　
る
部
分
・
：
五
％
）

⑦
そ
の
他
、
み
な
し
法
人
課
税
の

　
適
用
を
受
け
る
人
で
、
一
部
計

　
算
方
法
が
奪
幻
る
場
合
が
あ
り

　
ま
ず
。

　
な
お
、
昭
和
六
十
三
年
十
二
月

の
地
方
税
法
改
正
に
伴
い
、
今
後

必
要
な
市
税
条
例
の
改
正
を
予
定

し
て
い
季
ｙ
。
詳
に
｝
ぐ
は
、
市
民

税
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）

　
正
し
い
申
告
と
納
税
を

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で

一
年
間
の
所
得
と
税
額
夕
梁
一
し
ぐ

計
算
し
て
申
告
し
納
税
す
る
、
申

ｔ
蝸
税
制
度
夕
採
用
し
て
い
ま
で

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し

な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
申
告
を

し
た
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税

金
夕
納
め
る
だ
け
で
な
ぐ
、
加
算

税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
未
了
。

　
な
お
、
確
定
申
告
に
よ
る
所
得

税
の
納
期
限
は
、
申
告
期
限
と
同

じ
三
月
十
五
日
で
す
。

　
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合

①
事
業
収
入
が
あ
る
場
合
、
不
動

　
産
収
入
が
あ
る
場
合
、
土
地
や

　
建
物
金
匹
っ
た
場
合
な
ど
で
、

　
昭
和
六
十
三
年
中
の
所
得
の
合

　
計
額
が
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控

　
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

　
除
の
合
計
額
夕
越
え
る
場
合
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
Ｏ
給

　
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
か
超

　
え
る
人
Ｏ
給
与
所
得
や
退
職
金

　
以
外
の
所
得
の
合
計
が
二
十
万

　
円
箆
四
え
る
人
Ｏ
給
与
を
二
力

　
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
人
。

　
確
定
申
告
を
す
る
と
所

　
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

　
確
定
申
告
を
ず
る
必
要
が
な
い

人
で
も
、
次
の
よ
シ
な
場
合
は
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
毒
ｙ
。

　
①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど

で
取
得
し
た
場
合
②
病
気
、
け
が

な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合
③
災
害
、
盗
難
に
あ
っ
た

場
合
④
昨
年
の
中
途
で
退
職
し
、

再
就
職
し
て
い
な
い
場
合
な
ぺ

　
な
お
、
還
付
を
膏
け
る
た
め
の

里
ほ
、
二
月
土
八
日
以
前
で
も

’
受
け
付
け
て
い
未
了
。
手
続
き
は

お
早
め
に
。
　
　
（
宇
治
税
務
署
）

ta .S'.e=o.s･,-m･:Wi-^｡＼－！｡;-W,'^isa,;-i^;Ss:.:i

公
金
の
支
払
い

土
曜
日
は
で
き
ま
せ
ん

　
金
融
機
関
で
は
、
今
月
か
ら

無
旱
虚
日
は
休
業
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

支
払
い
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
し
か
ら
す
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
計
課
）

一
‘
市
役
所
で
も
、
土
曜
日
の
公
金

』

り
・
り
・
り
．
り
’
‐
９
・
を
’
Ｑ
・
り
・
り
・
ら
’
り
・
昏
・
Ｑ
・
ら
・
Ｑ
．
り
・
り
・
Ｑ
・
り
‘
Ｑ

　学校給食物資

納入業者の登録申請

２月１日～20日

　
宇
治
市
学
校
給
食
合
一
で
は
、

給
食
に
必
要
な
物
資
（
年
間
百

八
土
〈
日
、
一
日
約
一
万
五
千

四
百
食
分
）
を
、
登
録
業
者
制

に
よ
る
品
目
別
入
札
法
で
購
入

し
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
希
四
手
る
業
者
は
、

二
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

間
に
、
市
教
育
委
員
会
の
学
校

給
食
会
事
務
局
ま
で
、
所
定
の

申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
付
し

て
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
出
来
る
の
は
次

の
項
目
に
該
当
す
る
業
者
で
す
。

①
市
内
ま
た
は
京
阪
神
地
域
内

　
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と
。

②
相
当
な
資
本
で
経
営
さ
れ
、

　
相
当
額
の
販
売
実
績
が
あ
る

　
こ
と
。

③
常
時
営
業
夕
続
け
て
い
る
こ

　
と
。

④
引
声
続
い
て
二
年
以
上
営
業

　
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
指
定
の
期
日
、
時
刻
、
場
所

　
に
物
資
政

　
（
五
校
以
占
。

　
そ
の
他
。
宇
治
市
学
校
給
食

会
「
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業

者
登
録
に
関
す
る
要
綱
」
に
基

づ
く
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
。
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

城
南
衛
生
管
理
組
合

　
『
指
名
願
い
』
の
受
け
付
け

　
城
南
衛
生
管
理
鰻
弓
は
、

平
成
元
年
度
に
発
注
す
る
建
設

工
事
、
測
量
、
設
計
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
、
物
品
の
購
入
な

ど
に
つ
い
て
の
「
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
の

受
け
付
け
を
、
。
二
月
一
日
か
ら

二
十
八
日
ま
で
行
い
未
了
。

　
詳
Ｌ
と
は
、
同
組
合
総
務
課

用
度
管
理
係
（
ａ
０
７
５
剛
5

1
7
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

を
。
　
（
城
南
衛
生
管
理
組
合
）

950

所
得
税
の
申

告

　
市
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

問
い
合
わ
せ
　
納
税
課
電
話
2
2
3
1
4
1

住
民
税
の
申
告

住民税・所得税の申告

所得税

確定申告説明会

2月9日(木)

午後1時半～４時

中央公民館

(文化センター内)

主催…宇治税務署]
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市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
C
V
J
日
㈲
、
午

前
８
時
半
に
京
阪
宇
治
駅
前
渠

合
。
雨
天
の
場
合
は
２
月
1
9
日

㈲
▼
コ
ー
ス
・
・
・
京
阪
宇
治
駅
↓

八
幡
駅
↓
石
清
水
八
幡
宮
↓
一

休
寺
↓
近
鉄
田
辺
駅
前
で
解
散

の
約
1
1
ｔ
▼
準
咎
Ｔ
昼
食
、

水
筒
、
雨
具
な
ど
。
交
通
費
は

　
宇
治
公
民
館
で
は
、
「
二
十
世

紀
衆
心
豊
か
な
情
操
性
の
あ
る
明

日
を
生
き
ぬ
く
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
古
典
文
学
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

　
清
少
納
言
、
井
原
西
鶴
、
松
尾

芭
蕉
の
周
辺
を
探
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
か
ら
、
そ
の
時
代
に
生
き

た
人
び
と
の
様
子
・
考
え
方
に
迫

っ
て
い
き
毒
了
。
そ
し
て
、
現
代

社
会
に
お
い
て
、
情
操
性
の
あ
る

明
日
か
ど
の
ぷ
つ
に
過
ご
し
て
い

く
か
な
ど
に
つ
い
て
、
一
緒
に
学

習
し
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
下
表
の
と

お
り
（
全
３
回
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

公
民
館
▼
対
乖
：
市
内
在
住
の
人

▼
定
員
・
・
ヽ
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
・
・
・
宇
治
公
民
館
へ
電
話
か
直

接
来
館
で
。
　
（
宇
治
公
民
館
）

宇治公民館…宇治里尻71

－9（（S⑩2804）

中央公民館…折居台１丁

目1 （a⑩i4ii）

木幡公民館…木幡内畑34

－7 （S⑩8290）

　
親
と
子
の

　
あ
そ
び
の
教
室

　
親
と
子
が
共
に
活
動
す
る
っ
て

芦
ん
な
事
？
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、

考
え
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
の
と

お
り
（
全
４
回
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

公
民
館
▼
対
象
…
市
内
在
住
の
２

歳
か
ら
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
親

古典文学講座の日程と内容表

日　代 内　容 溝　師

　2 ／7(火

ぞ前9時10分～正午

・開講式

・'/･
( Iのすすめ方

・rﾓ刺の才女たち

-,砂'映討そ/)5辺をきぐる－

・公民it ft

・公尺館職U

・H.I.廿fcf人rn片

　吸谷　壽きん

　2/14匍
午前o時～正午

好色一代男

一fitsとそm辺をきぐる－
宇,f;ふ9史≪ll総長

　辻ミチ"f さん

　2
/21(火

午前io時～正午

吋の1111 ifl

一芭蕉iその周辺を?ぐる－

各
自
負
担
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
木

村
長
次
さ
ん
（
豊
＠
3
6
3
3
）

へ
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市
歩
こ
う
会
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
２
月
５
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
基
本
ス
テ

　
ツ
プ
な
ど
▼
参
加
費
：
八
百
円

　
▼
持
参
品
・
：
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

　
か
ゴ
ム
底
の
シ
ュ
ー
ズ
▼
申
し

’
込
み
・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼

問
い
ふ
お
せ
・
：
岡
村
赤
方
さ
ん

（
豊
⑩
4
3
4
3
）
へ
▼
主
催
・
：

宇
治
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
　
高
齢
者
森
林
浴

　
森
や
林
の
中
で
山
菜
か
摘
み

野
点
（
の
ぢ
し
）
や
山
菜
料
理
を

楽
し
み
な
が
ら
、
世
代
か
超
え

て
人
と
自
然
の
ふ
れ
合
い
を
深

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
健
康
増
進

に
も
役
立
ち
ま
す
。

▼
定
員
・
・
・
親
子
2
5
組
（
先
着
順
）
▼

お
や
つ
代
・
・
・
二
百
円
▼
申
し
込
み

・
・
・
２
月
２
日
吻
か
ら
中
央
公
民
館

へ
麗
話
で
。
　
（
中
央
公
民
館
）

　
天
体
写
真
展
の

　
作
品
を
募
集
中

　
中
央
公
民
館
で
は
、
三
月
二
十

四
日
出
か
ら
四
月
九
日
㈲
ま
で
の

呑
休
み
期
間
中
、
「
天
体
写
真
展
」

を
開
催
。
そ
こ
で
展
示
す
る
写
真

を
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
て
い
未
了
。

　
ハ
レ
ー
す
い
星
、
日
食
、
火
星

の
大
接
近
な
芦
近
年
の
天
体
シ
ョ

ー
や
二
月
二
十
日
夜
の
皆
既
月
食
、

星
座
、
星
夜
な
ど
、
今
ま
で
撮
っ

た
も
の
、
こ
れ
か
振
害
も
の
、

自
分
の
作
品
で
あ
れ
ば
構
い
ま
せ

ん
。
奮
っ
て
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
応
募
締
め
切
り
…
３
月
1
5
日

團
▼
５
募
方
法
・
・
・
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
タ
イ
ト
ル
、
大
き
さ
、

点
数
を
明
記
の
上
、
中
央
公
民
館

へ
郵
送
か
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
天
体
写
真
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
も
驀
に
付
け
‘
’
ヂ
。
お

気
軽
に
ご
連
絡
欠

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
冬
の
親
子
天
文
教
室

　
中
央
公
民
館
で
は
、
「
冬
の
星

座
と
月
、
木
星
、
火
星
と
星
団
、

星
雲
、
二
重
星
」
を
テ
ー
マ
に
親

子
天
文
教
室
を
開
き
ホ
ｙ
。

　
二
月
は
一
年
中
で
一
希
寒
い
時

　
▼
と
き
・
：
４
月
2
2
日
出
1
2
3

日
㈲
（
Ｌ
泊
２
日
）
▼
と
こ
ろ
…

滋
賀
県
朽
木
村
朝
日
の
森
（
宿

泊
は
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
暖
房
ト
イ

レ
付
き
）
ｙ
テ
ー
了
・
「
自
然
の

中
で
健
康
と
仲
閲
つ
く
り
」
▼

対
象
・
・
・
5
5
歳
以
上
の
健
康
な
人

▼
定
員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
二
万
七
千
円
（
傷
害
保

険
、
旅
費
、
宿
泊
費
、
食
料
費

を
含
む
）
▼
申
し
込
み
・
問
い

〈
Ｂ
せ
・
・
・
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
'
Ｐ
.
話
番
号
忿
明
記

し
、
〒
Ⅲ
広
野
町
一
里
山
2
1
の

１
１
‥
・
高
齢
者
森
林
浴
の
会
事
務

局
・
今
西
圭
子
さ
ん
（
豊
⑩
０

親と子のあそびの教室の日程表

月日 内　　容 指　導

2/16
　(ね

開講式・オリエンテーション公民IS職口

親r･であそぽう.ク

～生活の中にレクリエーションを～

ﾚ7'lxｰｼ3ﾝ)S導者

松村登美子さん

2/23
　(ね
絵本の楽しみ

　～親r･で絵本の世界へ～

宇治公Kit児療.文学サー刀ﾚ

　会Uの詣さん

2/27

　01）

親(･でたいそう

　～家庭でできる親-リトミ･,夕～

京ei丈れた期大幸助教授

　秋浜友r･さん

.1／2
川
グ;i,ーブワー-ク

　-人んな、みんなあそぽう～
公尺館保け

※時間はいずれも午前i時～正午っ

で
す
が
、
夜
空
舎
兄
上
げ
る
と
オ

リ
オ
ン
や
す
ば
る
、
木
星
な
ど
寒

衰
怠
れ
る
程
の
美
し
い
星
が
輝

い
て
い
未
了
。
冬
の
夜
の
ひ
ご
と

き
、
親
子
で
星
と
語
ら
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
ず
。

・
▼
と
き
・
：
２
月
1
8
日
出
、
午
後

１
時
～
８
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

民
館
▼
内
容
…
天
体
観
望
と
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
に
よ
る
天
体
の
は
な

し
。
皆
既
月
食
と
や
さ
し
い
星
座

写
真
の
撮
り
方
▼
対
象
…
市
内
在

住
の
小
学
校
４
年
生
～
中
学
生
と

そ
の
親
▼
定
員
・
・
・
親
子
5
0
組
（
先

着
順
）
▼
持
ち
物
・
：
筆
記
具
、
懐

中
電
灯
（
小
型
）
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡

▼
講
師
・
・
・
明
星
天
文
館
々
長
・
江

上
賢
三
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
：
２
月

２
日
俐
か
吊
央
公
民
館
へ
電
話

８
７
２
）
へ
。

め
切
り
。

２
月
1
0
日
倒
締

（
市
民
体
育
課
）

,漁Ｓ叫==l

か
直
接
来
館
で
。
（
中
央
公
民
館
）

み
そ
づ
く
り

講
習
会

無
添
加
・

低
塩
分
の
み
そ
を
こ

う
じ
づ
く
り
か
ら
学
び
毒
す
。
み

吸
つ
く
り
を
通
し
て
家
庭
の
食
生

活
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
▼
内
容
・
と
き
…
〈
こ
ラ
じ
づ

く
り
〉
＝
２
月
1
5
日
困
、
午
後
１

時
半
～
４
時
。
〈
み
弐
つ
く
り
て

２
月
1
7
日
出
、
午
前
1
0
時
Ｉ
正
午
。

準
備
と
し
て
、
２
月
1
4
日
午
後
・

穏
星
に
前
・
1
6
日
午
前
か
午
後
の

い
ず
れ
か
１
回
、
作
業
の
分
担
が

あ
り
ま
す
▼
と
こ
ろ
…
木
幡
公
民

館
▼
講
師
・
：
牛
活
改
善
グ
ル
ー
プ
・

村
田
叔
子
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

住
で
準
備
に
も
参
加
出
来
る
人
▼

定
員
・
・
・
1
5
人
（
先
着
順
）
▼
持
参
品

…
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
▼
材
料

費
：
八
百
円
▼
申
し
込
み
…
木
幡

公
民
館
へ
材
料
費
奮
節
え
て
直
接

采
館
で
。
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

お買物のめやす

消費者物価20（1月分

）

横
島
町
中
川
原

　
藤
田
　
光
司
ち
ゃ
ん

　
　
　
S
5
3
・
―
・
1
8
①

　この公表価格は、１月初めに実施した消費生活モニター店頭価恪調査に基づくものです｡(商工観光課)
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典
子
さ
ん
▼
申
し
込
み
…
社
会
福

祉
協
議
会
（
総
合
福
祉
会
館
内
）
で

整
理
券
（
先
着
順
）
を
配
布
。

　
　
　
　
　
［
社
会
福
祉
協
議
会
］
）

　
Ｏ
Ａ
機
器
の
講
習
会

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
る
Ｏ
Ａ
機
器
講
座
。
申

し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
２
月
1
0
日

吻
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
㈲
0

7
8
0
）
へ
。

　
〈
ワ
ー
プ
ロ
初
級
講
座
〉

　
▼
と
き
…
２
月
2
6
日
間
～
４
月

２
日
㈲
の
日
曜
日
（
全
６
回
）
、
午

後
１
時
～
３
時
半
▼
定
員
…
2
0
人

▼
受
講
料
上
（
千
円
。

　
〈
ワ
ー
プ
ロ
中
級
講
座
〉

　
▼
と
き
…
２
月
2
6
日
面
～
４
月

２
日
面
の
日
曜
日
（
全
６
回
）
、
午

前
９
時
半
～
正
午
▼
定
員
・
・
・
1
0
人

▼
受
講
料
土
（
千
円
。

　
〈
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座
〉

　
▼
と
き
…
２
月
2
6
日
間
～
５
月

2
8
日
間
の
日
・
曜
日
（
全
1
4
回
）
、
午

前
９
時
半
～
正
午
▼
定
員
・
：
2
0
人

▼
受
講
料
二
万
四
千
円
。

　
〈
パ
ソ
コ
ン
上
級
講
座
〉

　
▼
と
亭
・
・
２
月
1
7
日
出
～
３
月

3
1
日
倒
の
火
・
金
曜
日
（
全
1
2
回
）
、

午
後
６
時
半
～
９
時
▼
定
員
・
：
2
0

人
▼
受
講
料
・
・
・
一
万
二
千
円
。

　
〈
パ
ソ
コ
ン
（
実
務
計
算
）
講
座
〉

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
2
日
㈲
～
４
月

２
日
㈲
の
日
曜
日
（
全
８
回
）
、
午

後
１
時
～
３
時
半
▼
定
貝
・
・
・
1
0
人

▼
受
講
料
：
八
千
円
。
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

お
知
ら
せ

　
育
成
学
級
の

　
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
育
成
学
級

の
ア
ル
バ
イ
ト
指
導
員
を
募
集
。

　
▼
応
募
資
格
・
：
昭
和
2
4
年
４
月

２
日
以
降
に
出
生
の
女
子
。
市
内

在
住
で
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
し
、
健
康
で
児
童
の
育
成
に
熱

意
の
あ
る
人
▼
採
用
…
応
募
者
を

登
録
者
名
簿
（
有
効
期
限
平
成
２

年
３
月
3
1
日
）
に
登
録
し
、
欠
員

が
生
に
た
時
、
必
要
に
応
じ
て
選

考
か
行
い
、
雇
用
し
禾
す
▼
申
し

込
み
…
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
を
は
っ
て
、

２
月
８
日
困
ま
で
に
社
会
教
育
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　こうじちゃんは、大好きなお兄

ちゃんのまねぽかりしています。

　この欄に掲載するお子さん(63

年2月生まれ)を募集しています。

広報課へご連絡ください。

　
社
会
見
学
会

　
友
達
と
一
緒
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
の
世
界
で
遊
び
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
2
日
間
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
半
▼
と
こ
ろ
…

パ
ナ
ソ
ニ
″
ク
ス
ク
エ
ア
と
大
阪

城
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
小
・
中
・

高
生
（
小
３
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員
・
：
2
5
人
（
先
谷
順
）
▼
参
加

費
・
：
小
・
中
学
生
は
百
五
十
円
、
高

校
生
・
大
人
は
六
百
円
▼
準
備
品

…
弁
当
、
水
筒
な
ど
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
：
大
久
保
青
少
年
セ

ン
タ
よ
容
・
㈲
7
4
4
7
）
へ
電
話

か
直
接
来
館
で
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
第
1
0
回
歴
史
サ
ロ
ン

　
今
回
の
歴
史
サ
ロ
ン
は
、
二
子

塚
古
墳
の
発
掘
調
査
の
概
要
と
南

山
城
に
お
け
る
そ
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
な
芦
矛
混
じ

ぇ
な
が
ら
お
話
し
し
ホ
フ
。

　
ま
た
、
「
ど
ｙ
し
て
建
物
の
跡

が
分
か
る
の
」
、
「
ど
夕
し
て
年
代

も
分
か
る
の
」
と
い
っ
た
疑
問
に

も
分
か
り
や
す
く
説
明
し
禾
ｙ
。

Ｊ
考
古
学
っ
て
何
？
乞
い
.
ｒ
v
＜
も

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
＼
m
…
２
月
2
3
日
俐
、
午
後

２
時
～
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館

▼
テ
ー
マ
・
：
「
二
子
塚
古
墳
と
南

山
城
の
古
墳
」
▼
講
師
・
：
市
教
育

委
員
会
文
化
財
調
査
員
・
猿
向
敏

一
さ
ん
▼
入
場
・
・
・
無
料
▼
問
い
合

わ
せ
…
歴
史
資
料
館
（
ａ
⑩
１
３

１
１
）
へ
。
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
戦
傷
病
者
乗
車
券

　
引
換
証
の
交
付

　
平
成
元
年
度
分
の
戦
傷
病
者
乗

車
券
引
換
証
の
交
鑓
栞
夕
受
け

付
け
ま
ず
。
戦
傷
病
者
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
交
付
を
ご
希

望
の
人
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
（
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は

そ
の
手
帳
も
併
せ
て
）
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
福
祉
事
務
所
社
会
課
へ

お
越
？
だ
さ
い
。
（
社
会
課
）

　
社
会
保
険
相
談

　
お
気
軽
に
お
越
Ｌ
り
く
だ
さ
い
。

今
月
は
Ｉ
ヵ
所
だ
け
で
す
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
0
日
㈹
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
木
幡
公

民
館
▼
内
容
…
年
金
や
健
康
保
険

の
仕
組
み
な
ど
。
（
保
険
年
金
課
）

　
定
期
演
奏
会

　
▼
と
き
…
２
月
1
1
日
向
、
午
後

６
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▼
入
場
料
・
：
無

料
▼
主
催
…
京
祁
コ
ン
サ
ー
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
。
　
（
社
会
教
育
課
）

　
女
性
の
老
後
（
明
日
）
を

　
語
　
る
　
集
　
い

　
▼
と
き
…
２
月
1
6
日
俐
、
午
後

１
時
1
5
分
～
４
時
半
▼
と
こ
ろ

・
：
文
化
心
一
館
小
ホ
ー
ル
▼
内
容
・
・
・

で
問
題
提
起
・
・
・
「
今
、
私
が
た
お
れ

た
ら
」
０
　
講
演
・
・
・
「
女
性
の
辺
年
″

と
は
」
ａ
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
沖
藤

　古典文学講座

受講生を募集

市
民
体
育
の

お
知
ら
せ
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三
種
混
合
予
防
接
種

２
月
３
日
か
ら
1
0
会
場
で

　
二
月
三
日
か
ら
三
月
に
か
け
て

市
内
十
会
場
で
、
三
種
混
合
予
防

接
種
（
百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）
を
行
い
ま
す
。

　
白
程
・
会
場
な
ど
詳
し
ぐ
は
、

昭
和
六
十
三
年
度
版
「
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
▼
対
象
…
２
歳
～
４
歳
の
幼
児

▼
実
施
方
法
・
・
・
○
第
１
期
＝
２
歳

～
４
歳
未
満
の
間
に
、
３
～
８
週

間
間
隔
で
３
回
接
種
Ｏ
第
２
期
ｌ

第
１
期
終
了
後
（
３
回
目
か
ら
）
、

１
１
１
年
６
ヵ
月
の
間
に
Ｉ
回
接

種
Ｏ
第
３
期
＝
小
学
校
６
年
生
で

１
回
接
種
。

　　　献血

●10日（陸上自衛隊関西地区補給処、10時～

正午.

13時～15時半）。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●毎週月曜日（宇治保健所=

9時～10時半）。

　　　相談あんない

●青少年相談（22日、市民会館13時-16時）。

・京都府交通事故相談(1日、15日、京都府

　宇治地方振興局・a訟2049,

9時～16時）。

　交通事故の法律問題、示談のしかた,

t'i賠

　
な
お
、
学
校
で
接
種
で
き
な
か

っ
た
児
童
は
、
保
護
者
同
伴
で
お

越
し
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
百
日
せ

き
に
か
か
っ
た
り
、
４
歳
～
６
歳

未
満
の
幼
児
で
、
ま
だ
接
種
し
て

い
な
い
人
に
は
二
種
混
合
（
ジ
フ

テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
を
行
い
未
了
。

　
各
会
場
共
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
（
保
健
予
防
課
）

ネ

　社会福祉協議会の法律（定貝lOA)・年１

金･結婚･登記･心配ごとなどの相談日程

や､行政一人権･消費生活･精神薄弱者相談：

の日程は、63年度版「市民カレンダーと｜

手びき」に掲叔。ご利用ください。　　：

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情Ⅲ談は商：

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相：

談はn～金曜日の10時～16時に総合福祉：

会館3隋の家庭児童相談童{S言8698）

で。　　　　　　　　　　　　　　　　｜

歯の教室
２月16日

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
虫

歯
予
防
の
た
め
に
、
歯
の
教
室
を

開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
罵

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
1
6
日
㈹
、
午
後

１
時
半
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
保
健
所
▼
対
乖
・
・
１
歳
未
満
児

の
保
護
者
、
妊
婦
▼
定
員
・
・
5
0
人

▼
内
容
大
器
ち
ゃ
ん
の
生
活
と

歯
に
つ
い
て
Ｏ
虫
歯
予
防
に
つ
い

て
○
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
（
お
や
つ

の
試
食
）
Ｏ
歯
の
磨
き
方
Ｏ
歯
科

相
談
、
離
乳
相
談
、

育
児
相
談
、
乳
児

の
身
長
・
体
重
測

定
（
希
望
者
だ
け
）

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
・
・
・
宇
治

保
健
所
（
ａ
⑤
2

1
9
1
）
へ
電
話

で
。

　
（
宇
治
保
健
所
）

移
動
図
書
館

2月27日(月曜休館)、28日(月末休館)と併せて3日間休館です

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
１
５
１
１
）

Ｊ
日
出

９
口
串

に
日
南

Ｊ
日
出

‐
日
吻

り
日
米

に
日
南

【
日
廓

Ｊ
日
童

ｏ
日
閑

／
日
肉

ｊ
日
童

乙
日
木

一
日
水
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

伊
勢
田

広
　
野
開
北
槙
島

平
　
盛

西
大
久
保

大
久
保

蔭
　
山

槙
　
島

南
小
倉

緑
ヶ
原

明
星
町

志
津
川

黄
　
槃

遊
　
田

南
陵
町

北
小
倉

御
蔵
山

六
地
蔵

木
　
幡

岡
　
屋

福
　
角

羽
戸
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学
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西
大
久
保
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学
校

且
椋
公
会
堂
前

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
田
縁
地

汚
水
処
理
場
横

志
汁
川
バ
ス
駐
屯
場

万
福
寺
駐
車
場

．
四
小
介
ｉ
了
気
門

山
峻
弟
２
児
収
公
園

北
小
包
小
学
校

御
蔵
山
小
学
校

八
地
蔵
公
会
堂
前

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
佼

南
部
小
学
校
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戸
山
集
会
所
横

う
め
が
き
商
片

　
東
へ
μ
メ
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ル

明
星
傑
介
園
Ｌ
φ

駐
車
場
所

中央図書館は　3月1日(水）臨時休館します

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(
2

月
分
)

2月の燃えないゴミ・し尿収

集日程表
燃えないゴミ（清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

お
・
靭
い

し尿収集の届け出を
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